
大
分
県
訓
令
甲
第
二
号

本

庁

地

方

機

関

大
分
県
地
方
機
関
事
務
分
掌
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
大
分
県
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。令

和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

第
一
条
の
二
中
「
地
域
活
力
づ
く
り
総
合
補
助
金
」
を
「
地
域
未
来
創
造
総
合
補
助
金
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
大
麻
取
締
法
」
を
「
大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
大
分
県
土
砂
等
の
た

い
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
を
「
大
分
県
土
砂
等
の
堆
積
行
為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
に
、
「
給

食
施
設
指
導
及
び
栄
養
士
」
を
「
給
食
施
設
の
指
導
並
び
に
栄
養
士
及
び
管
理
栄
養
士
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
見
出
し
中
「
室
」
を
「
支
所
」
に
改
め
、
同
条
中
「
室
に
」
を
「
支
所
に
」
に
改
め
、
同
条
の

表
中
「
室
名
」
を
「
支
所
名
」
に
改
め
、
同
表
の
総
務
・
女
性
相
談
部
の
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
城
崎

分
室
」
を
「
大
分
支
所
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
大
分
支
所
の
所
掌
に
係
る
事
項

を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
六
号
中
「
城
崎
分
室
」
を
「
大
分
支
所
」
に
改
め
、
同
項
第
十
七
号
中

「
室
」
を
「
支
所
」
に
改
め
、
同
表
の
こ
ど
も
保
護
・
支
援
部
の
項
第
三
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
大
分

支
所
の
所
掌
に
係
る
事
項
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
表
の
こ
ど
も
相
談
部
の
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

の
規
定
中
「
城
崎
分
室
」
を
「
大
分
支
所
」
に
改
め
、
同
表
の
城
崎
分
室
の
項
の
部
又
は
室
名
の
欄
中
「
城

崎
分
室
」
を
「
大
分
支
所
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
城
崎
分
室
」
を
「
大
分
支
所
」
に
改

め
、
同
項
中
第
六
号
を
第
八
号
と
し
、
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
第
四
号
を
第
六
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

五

児
童
相
談
関
係
機
関
と
の
連
絡
会
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
（
大
分
市
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）

第
六
条
の
表
の
城
崎
分
室
の
項
第
三
号
中
「
城
崎
分
室
」
を
「
大
分
支
所
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四

号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

職
員
の
身
分
及
び
服
務
に
関
す
る
こ
と
（
大
分
支
所
の
所
掌
に
係
る
事
項
に
限
る
。
）

第
七
条
の
表
の
こ
ど
も
相
談
支
援
第
一
班
の
項
の
分
掌
事
務
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

児
童
相
談
関
係
機
関
と
の
連
絡
会
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
（
所
長
が
定
め
る
区
域
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）

二

児
童
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
務
に
関
す
る
こ
と
（
所
長
が
定
め
る
区
域
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）

イ

児
童
の
措
置
に
関
す
る
こ
と

ロ

児
童
相
談
に
関
す
る
面
接
、
調
査
判
定
及
び
指
導
に
関
す
る
こ
と

ハ

児
童
の
移
送
に
関
す
る
こ
と

ニ

児
童
の
医
学
的
診
断
及
び
治
療
に
関
す
る
こ
と

第
七
条
の
表
の
こ
ど
も
相
談
支
援
第
二
班
の
項
の
分
掌
事
務
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

公
印
の
管
守
に
関
す
る
こ
と

二

文
書
の
収
受
、
発
送
、
編
集
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と

三

職
員
の
身
分
及
び
服
務
に
関
す
る
こ
と

四

庁
舎
の
維
持
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と

五

予
算
の
執
行
に
関
す
る
こ
と
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号

外

三
〇

三
月
三
十
一
日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

元
屋
印
刷
株
式
会
社

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
）

一



六

現
金
、
有
価
証
券
及
び
物
品
の
出
納
命
令
に
関
す
る
こ
と

七

県
有
財
産
の
維
持
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と

八

地
区
安
全
衛
生
協
議
会
に
関
す
る
こ
と

九

児
童
相
談
関
係
機
関
と
の
連
絡
会
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
（
こ
ど
も
相
談
支
援
第
一
班
の

所
掌
に
係
る
事
項
を
除
く
。
）

十

児
童
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
務
に
関
す
る
こ
と
（
こ
ど
も
相
談
支
援
第
一
班
の
所
掌
に
係
る

事
項
を
除
く
。
）

イ

児
童
の
措
置
に
関
す
る
こ
と

ロ

児
童
相
談
に
関
す
る
面
接
、
調
査
判
定
及
び
指
導
に
関
す
る
こ
と

ハ

児
童
の
移
送
に
関
す
る
こ
と

ニ

児
童
の
医
学
的
診
断
及
び
治
療
に
関
す
る
こ
と

十
一

そ
の
他
他
の
班
の
所
掌
に
属
し
な
い
こ
と

第
七
条
の
表
の
心
理
支
援
班
の
項
第
一
項
中
「
面
接
、
調
査
判
定
及
び
」
を
削
り
、
同
項
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

二

療
育
手
帳
に
関
す
る
こ
と
（
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
に
係
る
事
項
を
除

く
。
）

第
十
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
及
び
室
」
を
削
り
、
同
条
の
表
中
「
又
は
室
」
を
削
り
、
同
表

の
総
務
管
理
班
の
項
第
九
号
中
「
、
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
「
及
び
県
民
活
動
支
援
室
」
を
削
り
、
同
表

の
県
民
活
動
支
援
室
の
項
を
削
る
。

第
十
二
条
の
表
の
製
品
開
発
支
援
担
当
の
項
を
削
り
、
同
表
の
機
械
担
当
の
項
の
担
当
名
の
欄
中
「
機
械

担
当
」
を
「
機
械
・
デ
ザ
イ
ン
担
当
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
十
号
を
加
え
る
。

六

産
業
デ
ザ
イ
ン
に
係
る
総
括
に
関
す
る
こ
と

七

産
業
デ
ザ
イ
ン
に
係
る
試
験
研
究
に
関
す
る
こ
と

八

産
業
デ
ザ
イ
ン
に
係
る
調
査
及
び
分
析
に
関
す
る
こ
と

九

産
業
デ
ザ
イ
ン
に
係
る
指
導
及
び
支
援
に
関
す
る
こ
と

十

産
業
デ
ザ
イ
ン
に
係
る
振
興
及
び
普
及
に
関
す
る
こ
と

十
一

地
域
資
源
の
用
途
開
発
・
加
工
等
の
活
用
技
術
に
係
る
総
括
に
関
す
る
こ
と

十
二

地
域
資
源
の
活
用
技
術
に
係
る
試
験
研
究
に
関
す
る
こ
と

十
三

地
域
資
源
の
活
用
技
術
に
係
る
調
査
及
び
分
析
に
関
す
る
こ
と

十
四

地
域
資
源
の
活
用
技
術
に
係
る
指
導
及
び
支
援
に
関
す
る
こ
と

十
五

地
域
資
源
の
活
用
技
術
に
係
る
振
興
及
び
普
及
に
関
す
る
こ
と

第
十
六
条
第
二
項
の
表
の
研
究
チ
ー
ム
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

ス
マ
ー
ト
技
術
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
品
種
・
農
業
技
術
の
開
発
に
関
す
る
こ
と

第
十
六
条
第
二
項
の
表
の
花
き
グ
ル
ー
プ
研
究
チ
ー
ム
の
項
第
四
号
を
削
る
。

第
十
九
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
中
「
県
営
住
宅
等
」
を
「
県
営
住
宅
」
に
改
め
、
同
条
第
六

項
の
表
の
総
務
課
の
項
中
第
十
号
を
第
十
六
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
六
号
を
加
え
る
。

十

土
地
の
等
級
及
び
価
格
の
評
定
に
関
す
る
こ
と

十
一

土
地
の
買
収
に
関
す
る
こ
と

十
二

土
地
の
分
筆
に
関
す
る
こ
と

十
三

土
地
所
有
権
移
転
に
伴
う
登
記
に
関
す
る
こ
と

十
四

建
築
物
、
工
作
物
、
立
木
等
の
移
転
補
償
に
関
す
る
こ
と

十
五

そ
の
他
各
種
補
償
に
関
す
る
こ
と

第
十
九
条
第
六
項
の
表
の
用
地
課
の
項
を
削
り
、
同
条
第
七
項
、
第
十
項
及
び
第
十
一
項
中
「
県
営
住
宅

等
」
を
「
県
営
住
宅
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
第
一
項
の
表
の
衛
生
課
の
項
、

同
条
第
二
項
の
表
の
衛
生
課
の
項
、
同
条
第
三
項
の
表
の
衛
生
課
の
項
、
同
条
第
四
項
の
表
の
衛
生
課
の

項
、
同
条
第
五
項
の
表
の
衛
生
課
の
項
及
び
同
条
第
六
項
の
表
の
衛
生
課
の
項
の
改
正
規
定
は
、
同
年
五
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
分
県
訓
令
甲
第
三
号

本

庁

地

方

機

関

大
分
県
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
訓
令
甲
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

第
二
条
第
十
号
中
「
総
務
調
整
監
」
の
下
に
「
、
デ
ジ
タ
ル
政
策
監
」
を
、
「
地
域
保
健
推
進
監
」
の
下

に
「
、
介
護
シ
ス
テ
ム
改
革
推
進
監
」
を
加
え
る
。

第
十
条
第
一
項
の
表
の
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
部
の
振
興
局
に
置
か
れ
る
事
務
所
の
款
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

公
文
書
館

館
長

館
長
が
あ
ら
か
じ

め
指
定
す
る
職
員

第
十
条
第
一
項
の
表
の
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
部
の
こ
ど
も
・
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
款
の

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

二



セ
ン
タ
ー
長
の
項
中
「
（
室
長
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
同
款
の
副
セ
ン
タ
ー
長
の
項
中

主
務
課
長

主
務
部
長

主
務
課
長

「

「
を

に
改
め
、

」

」

同
款
の
部
長
（
室
長
を
含
む
。
）
の
項
中
「
部
長
（
室
長
を
含
む
。
）
」
を
「
課
長
」
に
、
「
主
務
課
長
」

を
「
班
総
括
（
当
該
班
の
所
掌
に
関
す
る
事
務
に
限
る
。
）
」
に
改
め
、
同
款
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

支
所
長

次
長

主
務
課
長

別
表
第
一
の
一
の
表
の
一
の
項
の
部
長
の
欄
第
五
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
契
約
に
係
る
設
計
金
額
が

五
百
万
円
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
欄
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十

二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

法
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
公
金
事
務
取
扱
者
を
指
定
す
る
こ
と

（
契
約
に
係
る
設
計
金
額
が
一
千
万
円
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
。

別
表
第
一
の
一
の
表
の
一
の
項
の
課
長
、
所
長
及
び
室
長
の
欄
中
第
九
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
五
号
か

ら
第
八
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

法
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
納
付
受
託
者
を
指
定
す
る
こ
と

（
契
約
に
係
る
設
計
金
額
が
五
百
万
円
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
。

六

法
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
公
金
事
務
取
扱
者
を
指
定
す
る
こ
と

（
契
約
に
係
る
設
計
金
額
が
一
千
万
円
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
。

別
表
第
一
の
一
の
表
の
十
一
の
項
の
部
長
の
欄
第
十
一
号
中
「
第
五
条
第
十
七
号
」
を
「
第
五
条
第
二
十

号
」
に
改
め
、
同
項
の
課
長
、
所
長
及
び
室
長
の
欄
第
八
号
中
「
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
さ
せ
る
」
を
「
を
公

表
す
る
」
に
改
め
、
同
欄
第
二
十
三
号
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
第

二
十
四
号
中
「
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
第
二
十
五
号
中
「
第
九
条
第
三

項
」
を
「
第
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
第
二
十
六
号
中
「
第
十
条
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
第
二

項
」
に
改
め
、
同
欄
第
二
十
七
号
中
「
第
十
条
第
三
項
」
を
「
第
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
第
二
十

八
号
及
び
第
二
十
九
号
を
削
り
、
同
欄
第
三
十
号
中
「
第
四
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
五
十
九
条
第
三
項
」

に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
二
十
八
号
と
し
、
同
欄
第
三
十
一
号
中
「
第
四
十
一
条
第
四
項
及
び
第
四
十
二
条

第
四
項
」
を
「
第
五
十
九
条
第
四
項
及
び
第
六
十
条
第
四
項
」
に
、
「
第
八
条
第
四
項
各
号
」
を
「
第
十
条

第
四
項
各
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
二
十
九
号
と
し
、
同
欄
第
三
十
二
号
中
「
第
四
十
二
条
第
三
項
」

を
「
第
六
十
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
三
十
号
と
し
、
同
欄
第
三
十
三
号
中
「
第
四
十
三
条
第

一
項
」
を
「
第
六
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
三
十
一
号
と
し
、
同
欄
第
三
十
四
号
中
「
第

四
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
六
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
三
十
二
号
と
し
、
同
欄
第
三
十

五
号
中
「
第
四
十
三
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
三
十
三
号
と
し
、

同
欄
第
三
十
六
号
中
「
第
五
十
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
三
十
四

号
と
し
、
同
欄
第
三
十
七
号
中
「
第
五
十
条
第
四
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄

第
三
十
五
号
と
し
、
同
欄
第
三
十
八
号
中
「
第
五
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
七
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同

号
を
同
欄
第
三
十
六
号
と
し
、
同
欄
中
第
三
十
九
号
を
第
三
十
七
号
と
し
、
第
四
十
号
か
ら
第
四
十
八
号
ま

で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
欄
第
四
十
九
号
中
「
閲
覧
所
」
を
「
場
所
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
四
十

七
号
と
し
、
同
欄
第
五
十
号
中
「
閲
覧
所
の
」
を
削
り
、
同
号
を
同
欄
第
四
十
八
号
と
し
、
同
表
の
二
十
七

の
項
の
部
長
の
欄
第
五
号
及
び
課
長
、
所
長
及
び
室
長
の
欄
第
六
号
中
「
第
二
十
九
条
の
三
」
を
「
第
二
十

九
条
の
四
」
に
改
め
、
同
表
の
三
十
五
の
項
の
部
長
の
欄
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
四
号

ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
欄
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

規
則
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
納
付
受
託
者
と
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
（
契
約
の

設
計
金
額
が
五
百
万
円
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
。

別
表
第
一
の
一
の
表
の
三
十
五
の
項
の
課
長
、
所
長
及
び
室
長
の
欄
中
第
四
十
四
号
を
第
四
十
五
号
と

し
、
第
九
号
か
ら
第
四
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

規
則
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
納
付
受
託
者
と
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
（
契
約
の

設
計
金
額
が
五
百
万
円
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
。

別
表
第
一
の
一
の
表
の
三
十
八
の
項
の
課
長
、
所
長
及
び
室
長
の
欄
第
十
号
、
第
十
三
号
及
び
第
百
三
号

中
「
一
億
円
」
を
「
二
億
円
」
に
、
「
二
千
万
円
」
を
「
三
千
万
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
二
の
表
の
一
の
項
の
課
長
及
び
室
長
の
欄
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第

五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
欄
第
九
号
中
「
受
け
る
」
を
「
受
け
、
物
品
の
出
納
及

び
保
管
を
行
う
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
八
号
と
し
、
同
欄
中
第
十
号
を
第
九
号
と
し
、
第
十
一
号
を
第

十
号
と
し
、
同
項
の
班
総
括
の
欄
中
第
二
十
七
号
を
第
二
十
八
号
と
し
、
第
二
十
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

二
十
七

規
則
第
百
四
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
棄
却
物
品
の
引
継
ぎ
を
受
け
る
こ
と
。

別
表
第
一
の
二
の
表
の
一
の
項
の
物
品
出
納
員
の
欄
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三

号
を
第
二
号
と
し
、
同
欄
第
四
号
中
「
受
け
る
」
を
「
受
け
、
物
品
の
出
納
及
び
保
管
を
行
う
」
に
改
め
、

同
号
を
同
欄
第
三
号
と
し
、
同
欄
第
五
号
を
同
欄
第
四
号
と
す
る
。

別
表
第
一
の
三
の
表
の
工
事
の
受
託
の
項
中
「
一
億
円
」
を
「
二
億
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
五
の
表
の
工
事
請
負
費
の
部
中
「
一
億
円
」
を
「
二
億
円
」
に
改
め
、
同
表
の
注
２
中
「
解

除
は
」
の
下
に
「
、
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
み
の
決
裁
と
し
」
を
加
え
、
同
表
の
注
３
に
後
段
と
し

て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
契
約
金
額
の
減
額
を
伴
う
と
き
は
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
み
の
決
裁

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
）

三



と
す
る
。

別
表
第
一
の
六
の
表
の
注
２
中
「
解
除
は
」
の
下
に
「
、
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
み
の
決
裁
と

し
」
を
加
え
、
同
表
の
注
３
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
契
約
金
額
の
減
額
を
伴
う
と
き
は
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
み
の
決
裁

と
す
る
。

別
表
第
一
の
六
の
表
の
注
６
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
、
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
、
「
も

の
。
」
を
「
も
の
」
に
、
「
課
長
」
を
「
班
総
括
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
七
の
表
の
注
２
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
返
納
に
つ
い
て
は
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
み
の
決
裁
と
す
る
。

別
表
第
二
の
一
の
表
の
三
の
項
の
地
方
機
関
の
長
の
欄
第
二
号
及
び
支
所
分
場
等
の
長
の
欄
第
二
号
中

「
第
二
十
九
条
の
三
」
を
「
第
二
十
九
条
の
四
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
三
の
表
の
イ
の
部
の
三
の
項
の
か
い
長
の
欄
第
五
号
中
「
地
方
税
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
」
を
加
え
、
同
欄
第
六
号
中
「
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六

号
）
」
を
削
り
、
同
表
の
ロ
の
部
の
工
事
の
受
託
に
係
る
収
入
の
原
因
と
な
る
契
約
等
の
締
結
、
変
更
及
び

解
除
の
項
中
「
一
億
円
」
を
「
二
億
円
」
に
改
め
、
同
表
の
ハ
の
部
の
注
２
中
「
こ
ど
も
・
女
性
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の
下
に
「
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
、
同
表
の
ニ
の
部
の
委
託
料

の
款
の
実
施
の
決
定
（
工
事
に
関
す
る
試
験
・
研
究
・
調
査
・
測
量
・
設
計
及
び
換
地
に
係
る
も
の
）
の
項

中
「
二
、
〇
〇
〇
万
円
」
を
「
三
、
〇
〇
〇
万
円
」
に
改
め
、
同
部
の
工
事
請
負
費
の
款
中
「
一
億
円
」
を

「
二
億
円
」
に
改
め
、
同
部
の
注
２
中
「
こ
ど
も
・
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
下
に
「
、
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
、
同
部
の
注
３
中
「
解
除
は
」
の
下
に
「
、
か
い
長
の
権
限
に
属
す

る
事
務
の
み
の
決
裁
と
し
」
を
加
え
、
同
部
の
注
４
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
契
約
金
額
の
減
額
を
伴
う
と
き
は
か
い
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
み
の
決

裁
と
す
る
。

別
表
第
二
の
三
の
表
の
ホ
の
部
の
一
の
款
の
委
託
料
の
項
中
「
二
、
〇
〇
〇
万
円
」
を
「
三
、
〇
〇
〇
万

円
」
に
改
め
、
同
部
の
注
２
中
「
こ
ど
も
・
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
下
に
「
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
、
同
部
の
注
４
中
「
地
域
活
力
づ
く
り
総
合
補
助
金
」
を
「
地
域
未
来
創
造

総
合
補
助
金
」
に
改
め
、
同
部
の
注
５
中
「
解
除
は
」
の
下
に
「
、
か
い
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
み
の

決
裁
と
し
」
を
加
え
、
同
部
の
注
６
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
契
約
金
額
の
減
額
を
伴
う
と
き
は
か
い
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
み
の
決

裁
と
す
る
。

別
表
第
二
の
三
の
表
の
ホ
の
部
の
注
７
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
部
の
注
１０
中
「
若
し
く

は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
「
も
の
を
」
の
下
に
「
、
」
を
加
え
、
「
又
は
」
を
「
及
び
」
に
、
「
も

の
。
」
を
「
も
の
」
に
、
「
か
い
長
」
を
「
班
総
括
（
班
を
置
か
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
課
長
）
」
に
改

め
、
同
部
の
注
１１
中
「
か
い
長
」
を
「
班
総
括
（
班
を
置
か
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
課
長
）
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
四
の
表
の
一
の
項
の
出
納
員
の
欄
第
二
十
号
中
「
受
理
す
る
」
を
「
受
け
、
物
品
の
出
納
及

び
保
管
を
行
う
」
に
改
め
、
同
項
の
物
品
出
納
員
の
欄
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三

号
を
第
二
号
と
し
、
同
欄
第
四
号
中
「
受
理
す
る
」
を
「
受
け
、
物
品
の
出
納
及
び
保
管
を
行
う
」
に
改

め
、
同
号
を
同
欄
第
三
号
と
し
、
同
欄
第
五
号
を
同
欄
第
四
号
と
す
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
分
県
訓
令
甲
第
四
号

本

庁

大

分

県

教

育

庁

大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局

大
分
県
監
査
委
員
事
務
局

大
分
県
警
察
本
部

大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局

大
分
県
議
会
事
務
局

大

分

県

企

業

局

大

分

県

病

院

局

委
員
会
等
の
収
入
及
び
支
出
に
関
す
る
事
務
等
の
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
訓
令
甲
第
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

別
表
第
一
の
四
の
項
の
警
察
本
部
長
の
欄
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号

を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

規
則
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
納
付
受
託
者
と
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
（
契
約
の

設
計
金
額
が
五
百
万
円
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
。

別
表
第
一
の
四
の
項
の
課
長
の
欄
中
第
四
十
四
号
を
第
四
十
五
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
四
十
三
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

規
則
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
納
付
受
託
者
と
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
（
契
約
の

設
計
金
額
が
五
百
万
円
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
。

別
表
第
一
の
四
の
項
の
班
総
括
等
の
欄
第
三
号
及
び
第
九
号
中
「
出
納
長
」
を
「
会
計
管
理
者
」
に
改

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

四



め
、
同
表
の
七
の
項
の
課
長
の
欄
第
十
号
、
第
十
三
号
及
び
第
百
三
号
中
「
一
億
円
」
を
「
二
億
円
」
に
、

「
二
千
万
円
」
を
「
三
千
万
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
一
の
表
中

時
価
評
価
額

三
〇

〇
万
円
以
上

二
、
〇
〇

〇
万
円
未
満

̶

時
価
貸
付
料

五
〇

〇
万
円
以
上

一
、
〇
〇

〇
万
円
未
満

̶

貸
付
料

五
〇

〇
万
円
以
上

一
、
〇
〇

〇
万
円
未
満

̶

̶

時
価
評
価
額

三
〇

〇
万
円
以
上

二
、
〇
〇

〇
万
円
未
満

̶

時
価
貸
付
料

五
〇

〇
万
円
以
上

一
、
〇
〇

〇
万
円
未
満

̶

貸
付
料

五
〇

〇
万
円
以
上

一
、
〇
〇

〇
万
円
未
満

「

「
を

に
改
め
る
。

」

」

別
表
第
二
の
三
の
表
の
工
事
請
負
費
の
部
の
警
務
部
長
の
欄
中

設
計
金
額

一
億
円
以
上

二
億
円
未
満

̶

「

「
を

に
改
め
、
同
部
の
課
長
の
欄
中

」

」

「
一
億
円
未
満
」
を
「
二
億
円
未
満
」
に
改
め
、
同
表
の
注
２
中
「
解
除
は
」
の
下
に
「
、
知
事
の
権
限
に

属
す
る
事
務
の
み
の
決
裁
と
し
」
を
加
え
、
同
表
の
注
３
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
契
約
金
額
の
減
額
を
伴
う
と
き
は
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
み
の
決
裁

と
す
る
。

別
表
第
二
の
四
の
表
の
注
２
中
「
解
除
は
」
の
下
に
「
、
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
み
の
決
裁
と

し
」
を
加
え
、
同
表
の
注
３
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
契
約
金
額
の
減
額
を
伴
う
と
き
は
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
み
の
決
裁

と
す
る
。

別
表
第
二
の
四
の
表
の
注
６
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
、
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
、
「
も

の
。
」
を
「
も
の
」
に
、
「
課
長
及
び
局
長
」
を
「
班
総
括
等
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
五
の
表
の
注
2
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
返
納
に
つ
い
て
は
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
み
の
決
裁
と
す
る
。

別
表
第
三
の
一
の
項
の
警
察
本
部
長
の
欄
第
四
号
中
「
第
五
条
第
十
七
号
」
を
「
第
五
条
第
二
十
号
」
に

改
め
、
同
項
の
課
長
の
欄
第
八
号
中
「
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
さ
せ
る
」
を
「
を
公
表
す
る
」
に
改
め
、
同
欄

第
二
十
二
号
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
第
二
十
三
号
中
「
第
九
条
第

二
項
」
を
「
第
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
第
二
十
四
号
中
「
第
九
条
第
三
項
」
を
「
第
十
一
条
第
三

項
」
に
改
め
、
同
欄
第
二
十
五
号
中
「
第
十
条
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
第
二
十

六
号
中
「
第
十
条
第
三
項
」
を
「
第
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
第
二
十
七
号
及
び
第
二
十
八
号
を
削

り
、
同
欄
第
二
十
九
号
中
「
第
四
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
五
十
九
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第

二
十
七
号
と
し
、
同
欄
第
三
十
号
中
「
第
四
十
一
条
第
四
項
及
び
第
四
十
二
条
第
四
項
」
を
「
第
五
十
九
条

第
四
項
及
び
第
六
十
条
第
四
項
」
に
、
「
第
八
条
第
四
項
各
号
」
を
「
第
十
条
第
四
項
各
号
」
に
改
め
、
同

号
を
同
欄
第
二
十
八
号
と
し
、
同
欄
第
三
十
一
号
中
「
第
四
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
条
第
三
項
」
に

改
め
、
同
号
を
同
欄
第
二
十
九
号
と
し
、
同
欄
第
三
十
二
号
中
「
第
四
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
一
条

第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
三
十
号
と
し
、
同
欄
第
三
十
三
号
中
「
第
四
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第

六
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
三
十
一
号
と
し
、
同
欄
第
三
十
四
号
中
「
第
四
十
三
条
第
三

項
」
を
「
第
六
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
三
十
二
号
と
し
、
同
欄
第
三
十
五
号
中
「
第
五

十
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
三
十
三
号
と
し
、
同
欄
第
三
十
六
号

中
「
第
五
十
条
第
四
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
三
十
四
号
と
し
、
同
欄
第

三
十
七
号
中
「
第
五
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
七
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
三
十
五
号
と

し
、
同
欄
中
第
三
十
八
号
を
第
三
十
六
号
と
し
、
第
三
十
九
号
か
ら
第
四
十
六
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上

げ
、
同
欄
第
四
十
七
号
中
「
閲
覧
所
」
を
「
場
所
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
四
十
五
号
と
し
、
同
欄
第
四

十
八
号
中
「
閲
覧
所
の
」
を
削
り
、
同
号
を
同
欄
第
四
十
六
号
と
す
る
。

別
表
第
四
の
一
の
項
の
総
務
担
当
教
育
次
長
の
欄
第
十
一
号
中
「
第
五
条
第
十
七
号
」
を
「
第
五
条
第
二

十
号
」
に
改
め
、
同
項
の
課
長
の
欄
第
八
号
中
「
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
さ
せ
る
」
を
「
を
公
表
す
る
」
に
改

め
、
同
欄
第
二
十
二
号
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
第
二
十
三
号
中

「
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
第
二
十
四
号
中
「
第
九
条
第
三
項
」
を
「
第

十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
第
二
十
五
号
中
「
第
十
条
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、

同
欄
第
二
十
六
号
中
「
第
十
条
第
三
項
」
を
「
第
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
第
二
十
七
号
及
び
第
二

十
八
号
を
削
り
、
同
欄
第
二
十
九
号
中
「
第
四
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
五
十
九
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同

号
を
同
欄
第
二
十
七
号
と
し
、
同
欄
第
三
十
号
中
「
第
四
十
一
条
第
四
項
及
び
第
四
十
二
条
第
四
項
」
を

「
第
五
十
九
条
第
四
項
及
び
第
六
十
条
第
四
項
」
に
、
「
第
八
条
第
四
項
各
号
」
を
「
第
十
条
第
四
項
各

号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
二
十
八
号
と
し
、
同
欄
第
三
十
一
号
中
「
第
四
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
六

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
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外
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訓
令
甲
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十
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
二
十
九
号
と
し
、
同
欄
第
三
十
二
号
中
「
第
四
十
三
条
第
一
項
」

を
「
第
六
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
三
十
号
と
し
、
同
欄
第
三
十
三
号
中
「
第
四
十
三
条

第
二
項
」
を
「
第
六
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
三
十
一
号
と
し
、
同
欄
第
三
十
四
号
中

「
第
四
十
三
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
三
十
二
号
と
し
、
同
欄
第

三
十
五
号
中
「
第
五
十
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
三
十
三
号
と

し
、
同
欄
第
三
十
六
号
中
「
第
五
十
条
第
四
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
三

十
四
号
と
し
、
同
欄
第
三
十
七
号
中
「
第
五
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
七
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を

同
欄
第
三
十
五
号
と
し
、
同
欄
中
第
三
十
八
号
を
第
三
十
六
号
と
し
、
第
三
十
九
号
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で

を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
欄
第
四
十
六
号
中
「
閲
覧
所
」
を
「
場
所
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
四
十
四

号
と
し
、
同
欄
第
四
十
七
号
中
「
閲
覧
所
の
」
を
削
り
、
同
号
を
同
欄
第
四
十
五
号
と
し
、
同
表
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

二

大
分
県
高
等
学
校

定
時
制
課
程
及
び
通

信
制
課
程
修
学
奨
励

金
貸
与
条
例
（
昭
和

四
十
九
年
大
分
県
条

例
第
五
十
四
号
。
以

下
こ
の
項
中
「
条

例
」
と
い
う
。
）
に

関
す
る
事
務

こ
の
項
中
大
分
県

高
等
学
校
定
時
制
課

程
及
び
通
信
制
課
程

修
学
奨
励
金
貸
与
条

例
施
行
規
則
（
昭
和

四
十
九
年
大
分
県
規

則
第
七
十
七
号
）
を

「
規
則
」
と
い
う
。

一

条
例
第
九
条
の

規
定
に
基
づ
き
、

返
還
債
務
の
履
行

の
猶
予
を
決
定
す

る
こ
と
。

二

条
例
第
十
条
の

規
定
に
基
づ
き
、

返
還
債
務
の
免
除

を
決
定
す
る
こ

と
。

一

条
例
第
二
条
及
び
規
則
第
五
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
貸
与
を
決
定
し
、

通
知
す
る
こ
と
。

二

条
例
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

貸
与
の
取
消
し
及
び
休
止
を
決
定
す

る
こ
と
。

三

条
例
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

返
還
債
務
の
免
除
を
決
定
す
る
こ

と
。

四

条
例
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
延
滞
利
息
を
徴
収
す
る
こ
と
。

五

規
則
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

修
学
奨
励
金
貸
与
申
請
書
を
受
理
す

る
こ
と
。

六

規
則
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

修
学
奨
励
金
借
用
証
書
を
受
理
す
る

こ
と
。

七

規
則
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

修
学
奨
励
金
返
還
債
務
免
除
申
請
書

を
受
理
す
る
こ
と
。

八

規
則
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

修
学
奨
励
金
返
還
猶
予
申
請
書
を
受

理
を
す
る
こ
と
。

九

規
則
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

三

大
分
県
地
域
改
善

対
策
奨
学
金
等
貸
与

条
例
等
を
廃
止
す
る

条
例
（
平
成
十
四
年

大
分
県
条
例
第
三
十

三
号
。
以
下
こ
の
項

中
「
廃
止
条
例
」
と

い
う
。
）
附
則
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
な

お
従
前
の
例
に
よ
り

行
う
貸
与
及
び
廃
止

条
例
附
則
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
な
お
従

前
の
例
に
よ
り
行
う

返
還
等
に
関
す
る
事

務
こ
の
項
中
大
分
県

地
域
改
善
対
策
奨
学

金
等
貸
与
条
例
（
昭

和
五
十
八
年
大
分
県

条
例
第
十
三
号
）
を

「
貸
与
条
例
」
、
大

分
県
地
域
改
善
対
策

奨
学
金
等
貸
与
条
例

施
行
規
則
（
昭
和
五

十
八
年
大
分
県
規
則

第
二
十
一
号
）
を

「
規
則
」
と
い
う
。

一

廃
止
条
例
附
則

第
二
項
及
び
第
三

項
の
規
定
に
よ
り

な
お
従
前
の
例
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ

た
貸
与
条
例
第
七

条
及
び
附
則
第
三

項
の
規
定
に
基
づ

き
、
返
還
の
債
務

の
免
除
を
決
定

し
、
通
知
す
る
こ

と
。

二

廃
止
条
例
附
則

第
二
項
及
び
第
三

項
の
規
定
に
よ
り

な
お
従
前
の
例
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ

た
貸
与
条
例
第
八

条
の
規
定
に
基
づ

き
、
返
還
の
債
務

の
履
行
猶
予
を
決

定
し
、
通
知
す
る

こ
と
。

三

廃
止
条
例
附
則

第
二
項
及
び
第
三

項
の
規
定
に
よ
り

な
お
従
前
の
例
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ

た
地
域
改
善
対
策

奨
学
金
等
貸
与
事

業
の
実
施
要
綱
を

決
定
す
る
こ
と
。

一

廃
止
条
例
附
則
第
二
項
及
び
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
貸
与
条
例
第
九

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
延
滞
利
息
を

徴
収
す
る
こ
と
。

二

廃
止
条
例
附
則
第
二
項
及
び
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
規
則
第
八
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
借
用
証
書
を
受
理

す
る
こ
と
。

三

廃
止
条
例
附
則
第
二
項
及
び
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
規
則
第
十
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
奨
学
金
等
返
還
免

除
申
請
書
を
受
理
す
る
こ
と
。

四

廃
止
条
例
附
則
第
二
項
及
び
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
規
則
第
十
二
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
奨
学
金
等
返
還

猶
予
申
請
書
を
受
理
す
る
こ
と
。

五

廃
止
条
例
附
則
第
二
項
及
び
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
規
則
第
十
四
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
届
出
書
を
受
理

す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
分
県
訓
令
甲
第
五
号

本

庁

地

方

機

関

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

六



総
合
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
用
管
理
規
程
（
平
成
七
年
大
分
県
訓
令
甲
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

第
二
条
第
一
号
中
「
総
務
部
電
子
自
治
体
推
進
課
長
」
を
「
総
務
部
デ
ジ
タ
ル
政
策
課
長
」
に
、
「
「
電

子
自
治
体
推
進
課
長
」
を
「
「
デ
ジ
タ
ル
政
策
課
長
」
に
改
め
る
。

第
三
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
の
規
定
中
「
電
子
自
治
体
推
進
課
長
」
を
「
デ
ジ
タ
ル
政
策
課
長
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
分
県
訓
令
甲
第
六
号

本

庁

地

方

機

関

各

か

い

大
分
県
公
印
規
程
（
昭
和
五
十
二
年
大
分
県
訓
令
甲
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

別
表
第
一
の
大
分
県
こ
ど
も
・
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
長
印
の
項
及
び
大
分
県
中
央
児
童
相
談
所
長
印

の
項
中
「大

分
県
こ
ど
も
・
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
城
崎
分
室
長

」
を
「大

分
県
こ
ど
も
・
女
性
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
大
分
支
所
長

」
に
、
「大

分
県
こ
ど
も
・
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
城
崎
分
室
専
用

」
を
「大

分
県
こ
ど
も
・
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
大
分
支
所
専
用

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
分
県
訓
令
甲
第
七
号

本

庁

地

方

機

関

大
分
県
文
書
管
理
規
程
（
平
成
二
十
一
年
大
分
県
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

第
七
十
三
条
の
二
及
び
第
七
十
三
条
の
三
中
「
電
子
自
治
体
推
進
課
長
」
を
「
デ
ジ
タ
ル
政
策
課
長
」
に

改
め
る
。

別
表
第
一
中

電
子
自
治
体
推
進
課

（
電
推
）

「

を
」

デ
ジ
タ
ル
政
策
課

（
デ
ジ
政
）

「

に
、

」

芸
術
文
化
振
興
課

（
芸
文
振
）

「

を
」

芸
術
文
化
振
興
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
芸
文
振
）

（
ス
ポ
振
）

「

に
、

」

国
保
医
療
課

（
国
医
）

「

を
」

県
民
健
康
増
進
課

（
県
民
健
増
）

「

に
、

」

工
業
振
興
課

Ｄ
Ｘ
推
進
課

（
工
振
）

（
Ｄ
Ｘ
）

「

を
」

工
業
振
興
課

（
工
振
）

「

に
、

」

法
務
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
室

（
法
務
）

（
ス
ポ
振
）

「

を
」

法
務
室

（
法
務
）

「

に
、

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
）

七



」

健
康
増
進
室

障
害
者
社
会
参
加
推
進
室

（
健
増
）

（
障
社
）

「

を
」

障
害
者
社
会
参
加
推
進
室

協
働
・
共
助
推
進
室

（
障
社
）

（
協
共
）

「

に
、

」

新
産
業
振
興
室

（
新
産
）

「

を
」

産
業
Ｇ
Ｘ
推
進
室

（
産
Ｇ
）

「

に
、

」

農
業
成
長
産
業
化
推
進
室

工
事
技
術
管
理
室

（
農
成
）

（
技
管
）

「

を
」

工
事
技
術
管
理
室

企
業
参
入
・
支
援
室

（
技
管
）

（
企
参
支
）

「

に
、

」

森
林
整
備
室

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進
室

（
森
整
）

（
全
海
推
）

「

を
」

森
林
整
備
室

（
森
整
）

「

に
、

」

こ
ど
も
・
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
こ
女
セ
）

「

を
」

こ
ど
も
・
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
こ
女
セ
）

「

に
改
め
る
。

こ
ど
も
・
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
大
分
支
所

（
こ
女
セ
大
）

」

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
分
県
訓
令
甲
第
八
号

本

庁

地

方

機

関

大
分
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
大
分
県
訓
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

目
次
中
「
第
五
十
二
条
」
を
「
第
五
十
六
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
子
育
て
部
分
休
暇
）

第
二
十
九
条
の
四

職
員
は
、
条
例
第
十
三
条
の
四
に
規
定
す
る
子
育
て
部
分
休
暇
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
総
務
事
務
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
所
属
長
に
願
い
出
る
と
と
も
に
、
当
該
休
暇
の
期
間
及
び
取
得
時
間

並
び
に
当
該
休
暇
を
必
要
と
す
る
事
由
を
記
入
し
た
書
類
を
提
出
し
て
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
分
県
訓
令
甲
第
九
号

本

庁

地
方
機
関

臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
大
分
県
訓
令
甲
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

第
十
六
条
の
二
第
一
項
中
「
別
表
第
二
の
六
の
項
及
び
十
二
の
項
か
ら
十
四
の
項
ま
で
」
を
「
別
表
第
二

の
五
の
項
」
に
改
め
、
「
次
項
並
び
に
」
を
削
り
、
「
六
箇
月
以
上
の
」
を
「
一
年
以
上
の
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
（
別
表
第
三
の
二
の
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
任
用
期
間
が
六
箇
月
以
上
と
定
め
ら
れ

た
臨
時
的
任
用
職
員
又
は
知
事
部
局
の
職
に
引
き
続
き
在
職
し
て
い
る
期
間
が
一
年
以
上
の
臨
時
的
任
用
職

員
に
、
同
表
の
七
の
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
任
用
期
間
が
六
箇
月
以
上
と
定
め
ら
れ
た
臨
時
的
任
用

職
員
又
は
知
事
部
局
の
職
に
引
き
続
き
在
職
し
て
い
る
期
間
が
六
箇
月
以
上
の
臨
時
的
任
用
職
員
に
限

る
。
）
」
を
削
り
、
「
同
表
の
上
欄
」
を
「
別
表
第
三
の
上
欄
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

八



十
五

臨
時
的
任
用
職
員
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
で
あ
つ
て
、
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
と
き
。

イ

配
偶
者
、
父
母
、
子
（
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務

時
間
等
に
関
す
る
条
例
第
十
条
第
一
項
第
二
号
の
表
の

備
考
二
及
び
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関

す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
大
分
県
規
則
第

四
十
号
）
別
表
第
二
の
十
九
の
項
に
お
い
て
子
に
含
ま

れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
、
祖
父
母
、
孫
及
び
配
偶
者
の
父
母
の
看

護
（
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
つ
た
こ
れ
ら
の
者
の

世
話
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
）
を
行
う
場
合

ロ

義
務
教
育
終
了
前
の
子
の
母
子
保
健
法
第
十
二
条
第

一
項
若
し
く
は
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
健
康
診

査
、
学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十

六
号
）
第
十
一
条
に
規
定
す
る
健
康
診
断
若
し
く
は
予

防
接
種
の
付
添
い
又
は
感
染
症
の
予
防
の
た
め
の
学
校

等
へ
の
出
席
停
止
若
し
く
は
学
校
等
の
臨
時
休
業
に
よ

り
自
宅
待
機
す
る
そ
の
子
の
世
話
を
行
う
場
合

ハ

九
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
あ
る
子
の
学
校
等
の
行
事
の
う
ち
、
入
園
、

卒
園
又
は
入
学
の
式
典
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
式
典
へ

の
参
加
を
す
る
場
合

任
用
期
間
に
お
い
て
五
日
（
義
務
教
育

終
了
前
の
子
が
二
人
以
上
い
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
十
日
）
を
超
え
な
い
範
囲

内
で
そ
の
都
度
必
要
と
認
め
ら
れ
る
日

又
は
時
間

「
別
表
第
二
の
六
の
項
及
び
十
二
の
項
か
ら
十
四
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
七
の
項
及
び
十
三
の
項
か
ら
十

五
の
項
」
に
、
「
別
表
第
三
の
四
の
項
」
を
「
別
表
第
三
の
三
の
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
十
五
の
項
を
同
表
の
十
六
の
項
と
し
、
同
表
の
十
四
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
項
を
同

表
の
十
五
の
項
と
す
る
。

別
表
第
二
の
十
三
の
項
中
「
別
表
第
三
の
五
の
項
」
を
「
別
表
第
三
の
四
の
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表

の
十
四
の
項
と
し
、
同
表
の
五
の
項
か
ら
十
二
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表
の
四
の
項
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五

負
傷
又
は
疾
病
（
公
務
上
の
も
の
を
除
く
。
）
の
た
め

任
用
一
年
目
に
付
与
さ
れ
た
年
次
有
給

療
養
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む

を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

休
暇
の
日
数
を
超
え
な
い
範
囲
で
そ
の

都
度
必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間

別
表
第
三
中
二
の
項
を
削
り
、
三
の
項
を
二
の
項
と
し
、
四
の
項
を
三
の
項
と
し
、
五
の
項
を
四
の
項
と

し
、
六
の
項
を
五
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

六

臨
時
的
任
用
職
員
が
、
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時

間
等
に
関
す
る
条
例
第
十
三
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る

子
を
養
育
す
る
た
め
、
一
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
き

勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

一
日
に
つ
き
二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲

内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
分
県
訓
令
甲
第
十
号

本

庁

地

方

機

関

会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
令
和
二
年
大
分
県
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

第
十
八
条
の
六
中
「
百
分
の
二
百
十
」
を
「
百
分
の
三
百
十
五
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
別
表
第
二
の
六
の
項
、
十
二
の
項
及
び
十
三
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
五
の

項
」
に
改
め
、
「
又
は
知
事
の
事
務
部
局
の
職
に
引
き
続
き
在
職
し
て
い
る
期
間
が
六
箇
月
以
上
の
会
計
年

度
任
用
職
員
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
別
表
第
三
の
二
の
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
任
期
が
六
箇

月
以
上
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
、
同
表
の
六
の
項
及
び
七
の
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
六
箇
月
以
上

の
任
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職
員
又
は
知
事
の
事
務
部
局
の
職
に
引
き
続
き
在
職
し
て
い
る

期
間
が
六
箇
月
以
上
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
、
同
表
の
八
の
項
」
を
「
別
表
第
三
の
七
の
項
」
に
、
「
同

表
の
九
の
項
」
を
「
同
表
の
八
の
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
別
表
第
二
の
六
の
項
、
十

二
の
項
及
び
十
三
の
項
並
び
に
別
表
第
三
の
四
の
項
、
六
の
項
及
び
七
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
七
の
項
、

十
三
の
項
及
び
十
四
の
項
並
び
に
別
表
第
三
の
三
の
項
、
五
の
項
及
び
六
の
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
十
四
の
項
を
同
表
の
十
五
の
項
と
し
、
同
表
の
十
三
の
項
中
「
別
表
第
三
の
五
の
項
」
を

「
別
表
第
三
の
四
の
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
十
四
の
項
と
し
、
同
表
中
七
の
項
か
ら
十
二
の
項
ま
で

を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表
の
六
の
項
中
「
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
）

九



下
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
項
を
同
表
の
七
の
項
と
し
、
同
表
中
五
の
項
を
六
の
項
と
し
、
四
の
項
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五

負
傷
又
は
疾
病
（
公
務
上
の
も
の
を
除
く
。
）
の
た
め

療
養
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む

を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

一
の
年
度
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三

月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
お
い
て
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
当
該
年
度
の
勤
務
日
数
に
応
じ

て
、
別
表
第
一
の
一
年
間
の
勤
務
日
数

の
区
分
ご
と
に
同
表
の
継
続
勤
務
年
数

の
部
の
初
年
度
の
項
に
掲
げ
る
日
数
を

超
え
な
い
範
囲
で
そ
の
都
度
必
要
と
認

め
ら
れ
る
期
間

別
表
第
三
中
二
の
項
を
削
り
、
三
の
項
を
二
の
項
と
し
、
四
の
項
を
三
の
項
と
し
、
五
の
項
を
四
の
項
と

し
、
同
表
の
六
の
項
中
「
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
」
を
「
九
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
」
に
改
め
、
同
項
の
原
因
の
欄
中
「
そ
の
子
の
看
護
（
負
傷
し
、
又
は
疾

病
に
か
か
っ
た
そ
の
子
の
世
話
の
こ
と
を
い
う
。
）
又
は
そ
の
子
の
母
子
保
健
法
第
十
二
条
第
一
項
若
し
く

は
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
健
康
診
査
、
学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第

十
一
条
に
規
定
す
る
健
康
診
断
若
し
く
は
予
防
接
種
の
付
添
い
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
」
を
「
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
と
き
。
」
に
改
め
、
同
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

そ
の
子
の
看
護
（
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
っ
た
そ
の
子
の
世
話
の
こ
と
を
い
う
。
）
を
行
う

場
合

ロ

そ
の
子
の
母
子
保
健
法
第
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
健
康
診
査
、

学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第
十
一
条
に
規
定
す
る
健
康
診
断
若
し
く

は
予
防
接
種
の
付
添
い
又
は
感
染
症
の
予
防
の
た
め
の
学
校
等
へ
の
出
席
停
止
若
し
く
は
学
校
等
の

臨
時
休
業
に
よ
り
自
宅
待
機
す
る
そ
の
子
の
世
話
を
行
う
場
合

ハ

そ
の
子
の
学
校
等
の
行
事
の
う
ち
、
入
園
、
卒
園
又
は
入
学
の
式
典
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
式
典

へ
の
参
加
を
す
る
場
合

別
表
第
三
中
六
の
項
を
五
の
項
と
し
、
七
の
項
か
ら
九
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
分
県
訓
令
甲
第
十
一
号

知

事

部

局

議
会
事
務
局

教

育

庁

人
事
委
員
会
事
務
局

労
働
委
員
会
事
務
局

監
査
委
員
事
務
局

警

察

本

部

企

業

局

病

院

局

大
分
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
規
程
（
平
成
二
十
五
年
大
分
県
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

別
表
第
三
の
総
務
対
策
部
の
部
の
電
子
自
治
体
推
進
班
の
項
中
「
電
子
自
治
体
推
進
班
」
を
「
デ
ジ
タ
ル

政
策
班
」
に
改
め
、
同
表
の
生
活
環
境
対
策
部
の
部
の
循
環
社
会
推
進
班
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。人

権
尊
重
班

感
染
者
や
医
療
関
係
者
等
に
対
す
る
偏
見
・
差
別
等
の
防
止
に
係
る
啓
発
に
関
す

る
こ
と
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
分
県
訓
令
甲
第
十
二
号

本

庁

地

方

機

関

大
分
県
庁
用
自
動
車
等
管
理
規
程
（
昭
和
四
十
九
年
大
分
県
訓
令
甲
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

第
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

車
両
管
理
シ
ス
テ
ム

電
子
計
算
機
を
利
用
し
て
車
両
情
報
の
記
録
、
運
行
状
況
の
報
告
そ
の
他
車

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
）

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

一
〇



両
管
理
事
務
の
処
理
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
、
用
度
管
財
課
が
管
理
す
る
庁
用
自
動
車
等
管
理
シ
ス
テ
ム

を
い
う
。

第
六
条
の
二
第
一
項
中
「
安
全
運
転
管
理
者
等
選
任
報
告
書
（
第
一
号
様
式
）
」
を
「
車
両
管
理
シ
ス
テ

ム
へ
の
登
録
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
速
や
か
に
」
の
下
に
「
そ
の
変
更
内
容
を
車
両
管
理
シ
ス
テ
ム

へ
の
登
録
に
よ
り
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
の
二
第
二
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
「
と
も
に
、
」
の
下
に
「
遅
滞
な
く
車
両

管
理
シ
ス
テ
ム
の
」
を
加
え
、
「
遅
滞
な
く
車
庫
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
」
を
「
車
庫
長
に
報
告
し
な
け
れ

ば
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
と
も
に
、
」
の
下
に
「
遅
滞
な
く
車
両
管
理
シ
ス
テ
ム
の
」
を
加
え
る
。

第
十
五
条
の
見
出
し
中
「
車
両
情
報
の
記
録
」
を
「
車
両
画
像
の
登
録
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
に

係
る
登
録
番
号
、
購
入
年
月
日
そ
の
他
の
車
両
情
報
を
電
子
計
算
組
織
に
記
録
し
な
け
れ
ば
」
を
「
の
画
像

を
車
両
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
庁
用
自
動
車
等
運
行
報
告
書

（
第
八
号
様
式
）
に
よ
り
、
」
を
削
り
、
「
ま
で
に
」
の
下
に
「
車
両
管
理
シ
ス
テ
ム
に
記
録
し
、
」
を
加

え
、
「
及
び
関
係
課
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
」
を
「
に
報
告
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
庁
用
自
動
車
等
の
継
続
検
査
（
車
検
）
受
検
報
告
書
（
第
九
号
様
式
）
に
よ
り
」

を
「
第
一
項
の
書
面
を
車
両
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る
と
と
も
に
、
当
該
書
面
の
所
要
事
項
を
記
録
し
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

用
度
管
財
課
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
送
付
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
庁
用
自
動
車
等
に
係
る
登
録

番
号
、
購
入
年
月
日
そ
の
他
の
車
両
情
報
を
車
両
管
理
シ
ス
テ
ム
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
１
号
様
式
削
除

第
八
号
様
式
及
び
第
九
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
８
号
様
式
及
び
第
９
号
様
式
削
除

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
）

一
一


